
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄

財政力指数　　 ：　類似都市平均を上回ってはいるが、地価の下落に伴う固定資産税収入の落込みから、近年低
下傾向にある。税の徴収率向上を図るため徴収担当者研修、大口滞納者に対する処分規定の制定等を行ない効
果があがりつつあるため、今後さらに徴収率向上に努める。

経常収支比率　：　類似都市平均を下回ってはいるが、県平均は上回っている。国・県の平均を大幅に上回る高い
高齢化率（３１．２８％　H17.3.31現在）と県内で２番目に高い生活保護率（１４．４７％　H17.3.31現在）により、扶助費
等の義務的経費が年々増加している。平成２１年度に県平均を目標に人件費等の経常経費削減に努める。

起債制限比率　：  平成７年度以降の新清掃工場建設事業、学校校舎改築事業等の大規模建設事業に係る起債
の償還により、起債制限比率が類似都市平均を大きく上回っている。今後は市債発行額の定額制、定率性を検討
し新規大規模事業については出来る限り抑制する等、平成２１年度に起債制限比率１３％以下を目標に財政運営
に努める。

ラスパイレス指数　：　旧来からの給与体系により類似都市平均を上回る９８．９％となっている。平成１７年度には
各種手当の見直しを行なったが、平成１８年度以降、定員適正化計画に基づき更なる人件費総額の縮減を図ると
共に、給与構造改革をすすめ適正化に努める。

人口１人当り地方債現在高 ：　類似都市平均を上回っているが、平成１３年度をピークに地方債残高は減少してき


